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不搬送 軽症 中等症 重傷 死亡

統計を見ると梅雨や葉っぱが枯れ出した時期

に救助件数が多いのがわかります。

登山道がぬかっていたり、葉で足が滑りやす

くなっているので、ストックなどを携行し歩

きましょう。

ストックの代わりに落ちている木などを活用

するのも良いと思います。

山岳救助件数は年々増加傾向です。

本組合管内の山岳部は、首都圏からアクセス

が良く１，０００ｍ級の低山ということもあ

り、気軽に登山が楽しめますが、皆さん装備

は万全ですか？

装備を疎かにすると低山でも怪我をします。

しっかりと装備を整え、計画的な登山をしま

しょう。

令和５年 月別山岳救助 負傷者数

年別 山岳救助件数



いざという時に、役に立つのが「登山届」です。消防・警察の山岳救助隊は、提

出された登山届の情報をもとに、捜索活動を行います。登山届は、登山口に設置し

てあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。

また、家族や身近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。

上の写真はナラ枯れといい、ナラ菌というカビの仲間が木の中に増えることで、木が水分を根から葉に

送ることができなくなり枯れる現象です。幹や枝が折れ、１、２年後には木が倒れてしまいます。

本組合管内でもナラ枯れは発生していますので、登山中にも注意が必要です。

危険な木の（ナラ枯れ）特徴

・紅葉の時期ではなくても 葉が赤褐色になっている。

・幹の低いところに小さな穴（直径2ミリ程度）が多数見られる。

・木の根元に、木くずが溜まっている。

荒れた天候 動物

休憩中 歩行中

このような木を発見した際はむやみに近づ

いたり、触らないようにしましょう。

枝や幹が急に落ちてきて負傷する危険性が

あります。

また、 や の行動などを要

因として木の落下も考えられます。

、 でも頭上に十分気をつけて

安全な登山を心掛けましょう。



登山届

グループ名

フリガナ

代表者氏名

住所

自宅電話番号

携帯電話番号

登行山名（域）

登山目的

登山開始時間

下山予定時間

日 付 登山ルート

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

同行者氏名 年齢 住所 緊急時連絡先（携帯電話）

携 行 品

□地図 □コンパス □テント □ツエルト □雨具 □ヘッドライト □非常食

□救急用品 □ラジオ □コンロ □その他（ ）

交通機関
行き

帰り

自家用車 車種 ナンバー 駐車場所

備 考


